
まえがき＝ばねの基本的な要求特性は，所要のばね玄1　狙いとする品質特性とそれを作り込むための製造
工程

　弁ばね用オイルテンパ線の製造方法においては，考え
方として図 1に示すように，ユーザであるばねメーカに
おいて“良いばね”を“効率良く”生産できるような弁

ばね用鋼線を提供できるように考えてきた。すなわち良
いばねとは，精度が良く，高疲労限度を有し，へたりが
少ない信頼性の高いばねであり，高疲労限度のために
は，高強度・高靱性で耐久性に悪影響を及ぼす疵や脱炭
がなく，非金属介在物のような内部欠陥のない線材が必
要である。また，ばねの生産効率については，ばねの生
産において歩留まりや稼働率に影響の大きいコイリング
加工性の良いことが重要で，加工時の潤滑性が良く，工
具の傷みが少ないこと，及び線 1条中において全ての特
性でばらつきが少なく，かつ高強度材であっても加工中
の折損トラブルなどがない線材が必要である。
　神鋼鋼線工業㈱では，このような良いばね用鋼線とす
べく，優れた強度・靱性，脱炭防止，疵保証，コイリン
グ性，オーバル線のねじれ防止などに配慮した製造方法
とした。弁ばね用オイルテンパ線の製造工程を図2に示
す。
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